
  

「過去に目を閉ざす者は、現在にも盲目となる」

ドイツ連邦共和国大統領
　

リヒアルト・フォン・ヴァイツゼッカー

　
1985年5月8日（ドイツ敗戦40周年）

　

西ドイツ連邦議会での演説



  

ナチスに隷属を強いられた

精神医学

=　小児安楽死の犯罪　=

-　ハンス・アスペルガーの時代　-

福岡市精神科医会学術講演　舩津邦比古　2021年11月17日



  

ウィーン市立オットー・ワグナー病院
精神科、呼吸器科

115年の歴史を誇る美しいパヴィリオン（病棟+診療棟+管理棟）と緑地

だが、この敷地の一部に嘗て小児安楽死施設があった。



  

南斜面に28の精神科、10の老人呼吸器科、3のシュピーゲルグルントのパヴィリオン

オットーワグナー教会（観光名所）、劇場、ショップ、看護学校

ウィーン市立オットー・ワグナー病院
その一部に小児神経科療養部門シュピーゲルグルントを設けた

きょうか
い

⬇教会

⬇犠牲者記念碑
旧シュピーゲルグルント パヴィリオン

⬇ ⬇劇場

看護学校



  
オットー・ワグナー教会。20世紀初頭のウィーン・アール・ヌヴォー建築。観光名所

ウィーン市立オットー・ワグナー病院
精神科、呼吸器科



  

水戸病院前理事長、水戸正樹先生と

ウィーン市立オットー・ワグナー病院
精神科、呼吸器科



  

オットー・ワグナー病院の一部に・・・小児養護施設

シュピーゲルグルント Spiegelgrund

　オットー・ワグナー病院に入院していた
多数の患者が安楽死施設に送られた。
ベッドが空いたパヴィリオンの幾つかを

小児精神科養護施設に変更し、1940年

シュピーゲルグルント Spiegelgrund と
命名された。当初から目的は小児安楽

死であった。1945年閉鎖。

　対象とされたのは、先天性神経疾患、
精神疾患、脳炎後遺症、てんかん、等の
疾患を有する小児、不登校等問題行動
を有する小児、

　1940～1945年の間、ウィーンと近隣

各地から1000人を越す子供がここに送

られ、うち789人が安楽死となった。

オットー・ワグナー病院キャンパス中央近く、
安楽死政策の犠牲となった子供たちを悼み、

789本の灯火が今日も捧げられている。

背景は病院付属劇場



  

小児安楽死・・シュピーゲルグルント／ウィーン

　勿論それは極秘であったが、外部の
医師はうすうす気付いていたかもしれ
ない。

　1940～1942年ウィーン市立病院小

児神経科にいたアスペルガー医師も、
少なくとも数人の子供をシュピーゲルグ
ルントに送ったとされている。記録が
残っているようである。

安楽死が行われたパヴィリオン・シュピーゲルグルント

4歳の少女、アンネマリー・ダナーも

この施設に連れてこられた。8ヵ月後に安

楽死させられた。障害の内容は不明。家
族には肺炎にて死亡と通知が来た



  

子供安楽死はT4作戦の一部であった

T4 = Tiergartenstraße 4
         動物園通り4番地、ベルリン

 = ナチスの（民族衛生学を根拠に）大量      

殺戮計画本部所在地（右上、右中図）

　　　　

学問的根拠は優生学。全世界で19～20世紀

に興隆。精神・神経疾患の遺伝を断ち切る。推

奨されたのは断種、不妊手術。死に至らしめ
る必要は無い。

　　　　　　

　米国、英国（チャーチルは熱心な推奨者で

あった）、カナダ、フランス、ドイツ、日本など、
多くの国で法学者、精神医学者がアカデミック

な問題として提唱した。クレペリン、E. ブロイ
ラーも熱心に主張した。
　　　　

ナチスは無益な unbrauchbar 食い扶持を減

らし、人材を国家建設に活用しようと考えた

（左下図）。



  

小児安楽死・・シュピーゲルグルント／ウィーン

ABC News / Nightline 1998年 (米国) より引用

犠牲者の脳　417体



  

1942年10月9日

・・・あなたの娘インゲボルクは重度の肺
炎に罹患し、全身状態は重篤で、死は免
れないでありましょう。
　　　　　　　　　医師　ハインリッヒ・グロス

シュピーゲルグルント小児神経科病院

1942年12月5日

　慎んで哀悼の意を表しつつ、お伝えしな
ければなりません。あなたの娘インゲボル
クは当病院にて逝去されました。
・・・せめてもの慰めではありますが、死は
不治の病に苦しむ娘さんを解放するもの
でありましょう。
　　　　　　　　　　ハイル・ヒトラー
　　　　　　　　医師　マリアンネ・テュルク

小児安楽死・・シュピーゲルグルント／ウィーン

↑↓チェク論文より引用



  

小児安楽死・・シュピーゲルグルント／ウィーン

ウィーン、1943年2月6日

ホーファーご夫妻様
　慎んで哀悼の意を表しつつ、お伝えしなければなりません。あなた方のお子様は

去る1月22日肺炎のため急死されました。

　・・・お子様は精神的に低い状態にあり、言葉は全く憶えず、当院入院中少したりとも進歩は
見られませんでした。お子様は成長して有用な人間になることは、まずあり得ないでありましょ
うし、施設での世話を必要とする状態が終生続くでありましょう。このような安らかな死が解決
をもたらしたことをせめてもの慰めとされるよう、衷心から申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医師・医学評議委員長　イリンク



  

T4作戦の結末　(1) ニュルンベルク医師・看護師裁判



  

1946年ウィーンの国民裁判所に小児安楽死の罪状で告発された3人の医師。

左から2人目ヒュプシュ、同4人目テュルク、右端施設長イリンク。

T4作戦の結末　(2) シュピーゲルグルント医師・看護師裁判



  

T4作戦の結末　(2) シュピーゲルグルント医師・看護師裁判

* エルンスト・イリンク；施設長、主任医師

国民裁判所にて絞首刑

* マリアンネ・テュルク；女医（女医にはあまり権限委託がなかった？）

       イリンクの指示に従ったとして減刑。10年間禁固刑。毎年3ヵ月 は厳

し　　  い環境にて過ごすことが義務付けられた。6年後恩赦出所。一旦剥
　　    奪された医師免許はウィーン大学から再授与されたが、医師として
　　　　働くことはなく、薬草店店員としてひっそりと一生を終えた。

* マーガレット・ヒュプシュ；女医（ハイル・ヒトラーの女医）

 挨拶は常に「ハイル・ヒトラー」だったという証言。しかし小児殺戮    
行為には手を染めていない、さらにイリンクやテュルク  のやり方に    
は批判的であったという証言があり、無罪。その後医師として働き、   
医学参事官、欲しかった主任教授Primariaを与えられた。

* アンナ・カチェンカ；看護副師長

　　　裁判で20人の安楽死を幇助した、辛い仕事だった等証言。有罪で懲

　　　役8年。しかし4年で保釈。以後模範的看護師として表彰された。
　　　　

* その他判明したこと：　シュピーゲルグルントの医師、看護師の俸給は　

　　　格段に高かった。戦後多くの看護師が逃亡し、隠れた。　シュピーゲ
　　　ルグルント警備の警察官は安楽死を口外したためゲシュタポに逮捕
　　　され、東部戦線に送られ、終戦までソ連の捕虜となった。



  

生きるに値しない・・・医師ハインリッヒ・グロス

ザルツブルク州出身の犠牲者を悼んで

【ナチス・安楽死　LEBENSUNWERT (生きるに値しない Not worth living) 展】
　2008年7月23日 – 11月2日　ザルツブルク美術館

医師グロス：　1915年ウィーン生まれ。小児神経科医。ナチス党員
　　　　　　　　  1940 – 1943年シュピーゲルグルントで小児安楽死に携わった
　　　　　　　　　1943 – 1945年兵役
　　　　　　　　　戦後一旦刑事告発されたが、告訴は取り下げられた。
　　　　　　　　　自由の身になったグロスは医師として研究者として成功の階段を昇った。



  

［戦後直ぐの裁判］

　グロス医師は戦後小児安楽死の罪で裁判にかけられ、2年間の禁固刑に処せら

れた。判決理由は殺人ではなく、確定故意による致死であった。刑法理論では、被

告には精神病者または精神薄弱者に対し悪意を有する根拠を欠くので、殺人を犯

す可能性は無い。最高裁判所はこのような点を矛盾であると指摘し、所轄裁判所

に差し戻した。これを受けてウィーン検察は告訴を取り下げ、1951年彼は自由の身

になった。

生きるに値しない・・・医師ハインリッヒ・グロス

ABC News / Nightline 1998年 (米国) より引用



  

［研究活動再開、政党へ入党、科学者協会に加入］

　1951年グロス医師は直ちに神経学のキャリア研鑽を再開した。 1953年社会民主党に入党し、

同時に社会主義科学者協会に入会した。 1955年には神経および精神疾患専門医の課程を履

修し、上級施設医としてオットー・ワグナー病院に戻ったが、実にそここそ、1940-1945年小児専

門部シュピーゲルグルントがあったところであった。彼はそこで神経病理学的研究に着手し、論

文を次々に発表した。

［研究所設立、裁判鑑定医、勲章を授与］

　1968年に彼は自ら企画した 《ルートヴィヒ・ボルツマン神経異形成研究所》 を設立し、所長に

収まった(お手盛り） 。加えてグロス医師は鑑定医でもあり、オーストリアで最も多忙を極めた裁

判鑑定医であった。1975年彼は学術・芸術第一級栄誉勲章をオーストリア共和国から授けられ

た。

生きるに値しない・・・医師ハインリッヒ・グロス



  

［突然の告発］

　1979年1月、グロス医師はザルツブルク大学で開催された学会で、”精神障害者の致死的犯

罪”と銘打った講演会に演者として招待された。　これは仕組まれたものであった。基調講演を”

批判する医師の会”会員でウィーンの災害外科医、ヴェルナー・フォークトが行い、グロス医師に

ナチス時代の自身と直面するよう勧告した。

　怒りに燃えたグロス医師は”批判する医師の会”を名誉毀損で訴えた。第一審でフォークト医

師に浴びせられた激しい糾弾を、フォークトは多岐にわたる証拠を提出し、彼の主張の正しいこ

とを証明した。裁判は1981年結審し、

フォークト医師に無罪判決が下された。

生きるに値しない・・・医師ハインリッヒ・グロス



  

［瓦解と転落］

　ハインリッヒ・グロス医師に対する刑法上の結論は、これとは無関係だった。彼が1981年に起

こした控訴審の中で、ウィーン高等裁判所は小児安楽死に彼個人が関与していたことは明確で

あると判断したが、それでも刑事訴訟手続きは開始されなかった。

　　　　　　

　”憎悪や金銭問題など卑劣な動機が否認された場合”、安楽死行為は殺人ではなく、致死行

為とみなされると、裁判官全員の見解が一致した。それに従いグロス医師の戦争中の行為には

時効が成立した。

　　　　

　グロス医師は同年高齢のため公職からの引退を余儀なくされたが、程なく社会民主党を除名

された。1988年には社会主義科学者協会を除名され、学術・芸術第一級栄誉勲章を剥奪され

た。ルートヴィヒ・ボルツマン研究所は辞任に追い込まれた。裁判鑑定人だけはその地位に留

まった。

生きるに値しない・・・医師ハインリッヒ・グロス



  

［地獄に堕ちた］

　1997年末になってようやく、オーストリア司法当局は法律上の見解を見直し、一旦棚上げにし

たグロス問題を殺人で再告訴する手続きを始めた。しかし告訴がなされることはなかった。80歳

を越した老精神科医は認知症が進み、公判に臨むことは不可能であると公表された。

　2005年ロシアで発見された公文書は彼に重くのしかかった。ハインリッヒ・グロス医師は同年、

その文書を目にすること無く、法の下に裁きを受けることもなく、この世を去った。

　神は死んだ彼に鉄槌を下した。

　「生きるに値しなかった」と。

生きるに値しない・・・医師ハインリッヒ・グロス



  

イェキリウス：医師　少年養
護施設Spiegelgrund所長。
ヒトラー妹の婚約者。ナチ党
員。グロスの上司。ソ連に拘
留され、懲役25年。1952年
病死。

イェキリウス医師の尋問調書2005年モスクワにて発見
　　

　「・・・1941年私と部下のグロスは、障害児の殺戮作業に取

りかかった。グロス医師は小児を死に至らしめるという、実践

的課題の研修を修了していた。グロス医師に助手を務めさ

せ、私たちは毎月6人から10人の子供を殺した。」
　

　「小児殺戮作業はグロス医師が研修で得た手技と、私の指

導に従って進めた。ルミナール（フェノバルビタール）を直腸か

ら小児体内に投与すると被験者は直ちに睡眠に入り、20～

24時間続く。その後ほぼ必然的に死に至る。少数だが投与量

が十分でない場合があり、その際グロス医師は私との申し合

わせに従い、モルヒネベースのカクテル剤を注射することで、

目的を果たした・・・」
　

　イェキリウスの尋問で、数千人の成人患者が専用施設で大

量安楽死に遭ったらしいことも、判明した

“生きるに値しない”グロス医師・・・決定的証言



  

Dr. med. Hans Asperger, Kinderarzt

　　　　　

小児科医　ハンス・アスペルガー



  

アスペルガーを告発する人
エディス・シェーファー（アメリカ人）
欧州問題研究員

アスペルガーは敬虔なカトリック教徒、目立たな
い存在だった。小児科の中で出世欲も特にな
かった。恩師ハンブルガー教授（ナチ党員）を尊
敬していたが、ナチには入党しなかった。

治療教育（Heilpädagogik)施設長に抜擢された

（後述）。
　　　　

所属はウィーン大学小児科であったが、ウィー
ン市が障害児をあちこちの収容施設へ分散収
容する査問委員会を募集したとき、応募した。給
与が良かったからと推測される。
その査問委員会にいて様々な障害児、問題児
を鑑定し、各地の施設に送った。シュピーゲル
グルントのことは極秘であったが、そういう立場
上、ある程度のことは知っていたと想像しても無
理はない。
　　　　

終戦後ウィーン大学の医師の非常に多くが公職
を追放された。しかしアスペルガーは留まり、一
時的に診療部長を任命されていた。その後正式
に小児科教授に任命された。

シェーファーはアスペルガーとシュピー
ゲルグルントとの関係を、「疑わしい」 
としか言い切れなかった。



  



  

アスペルガーの 「治療教育研究所」

「教育学 Pädagogik」・・・・・・・子供を教育する（知性情操両面の）
　　　　　　　　 　　
「治療教育学 Heilpädagogik」・・・（主に精神、知的面の）障害児を教育する

日本でも2006年以降徐々に整備されてきた

特別支援学級に似た教育施設が、20世紀初

頭からドイツ語圏諸国にあり、そこでの障害

児教育を治療教育学 Heilpädagogik と称し

た。
治療教育をする資格者も養成されていた。
アスペルガーが自閉症児の存在に気付き、
論文を作成したのは、このような施設であっ
た。

皮肉なことに障害児を集める治療教育施設
は”教育不能”な小児を安楽死させる施設と
して悪用された。
アスペルガーはシュピーゲルグルントに在籍
したことはなかった。彼は治療教育施設や養
護施設に小児を送るか否か、鑑定する側
だった。



  

アスペルガーの 「治療教育研究所」

彼が在籍したウィーン大学小児科には治療教育研
究室があり、そこで彼は子供たちを観察した。

当時のドイツやオーストリアでは、病院に入院すると
患者は広い病室に並んだベッドに終日横になること
を強いられた。それは小児科病棟でも同様であっ
た。

治療教育 Heilpädagogik では患者の子供達は自

由に振る舞うことが原則だった。医師や看護師は子
供たちの不思議な行動を観察するのが仕事或いは
研究であった。例えば大声を上げて大騒ぎしたり、　
一人で何時間も同じことに興味を持ち、毎日飽きる
ことなく何かにこだわったり、数字に関することを憶
えるのが驚異的であったり、昆虫に関する書物を読
破したり。

このような患者観察法は現代では特別珍しいもの
ではないと思われるが、当時は画期的な診察法で
あり、ドイツ語圏以外ではあまり見られなかったと言
われる（未確認）



  

アスペルガーの鑑定書　　Czech論文より抜粋

エリイという5歳の少女の鑑定書  1941年10月

　（写本なので署名が無い） 
　　

脳炎後遺症、知的障害、感情興奮、反抗、泣き叫
び暴れる、著しい言語発達障害
　　

二人の医師が鑑定。　狭い部屋にエリイと共に親

子7人が住む。騒がしくて気持が休まらない、家

事が出来ない、暴れるので怪我の危険等々。母
親はエリイを今日明日にでも施設に入れてくれと
懇願し、両医師は同情する。そこで鑑定書は、、
　　

Dr. Mekuln：　言葉は全く遅れて改善は期待出

来ない。・・・法に従ってエリイをシュピーゲルグル
ントに引き渡すことを求める。

Überstellung  、 beantragt； 役所用語、冷たい。
　　

Dr. Asperger：　言葉は徐々に喋れるようになっ

ている。・・・急ぐのであれば、シュピーゲルグルン
トは考慮の対象になるかもしれない。
Am ehestend käme der "Spiegelgrund" in 
Frage.　非常に慎重に言葉を選んでいる。



  

「アスペルガーはナチスの走狗ではなかった」
アスペルガーを擁護する人々

アスペルガー略歴： ウィーン医科大学小児科勤務、ウィーン市立病院小児科勤務　1943年- 兵役



  

アスペルガーを擁護する
Kinderheilkundeの論文

アスペルガーを批判する
Czechの論文

【要約】

　国家社会主義（ナチズム）の思想に反対す

るアスペルガー、ナチスの「安楽死」や民族浄

化政策に対し果敢に患者を守ったと言われる

擁護者アスペルガーは、残された文書をどの

ように検索してもそれを証明する事実に行き

着かない。浮かび上がったのはむしろ、この

自閉症研究先駆者の様々な問題行動、発

言、記録の数々である。彼の名を冠したまま

の自閉症研究は、ナチス時代のウィーン研究

を誤った方向に導く危険がある。

(安楽死に加担した明確な証拠はなかった）
    

Czech, Herwig (2018). Hans Asperger, 
National Socialism, and “race hygiene” in 
Nazi-era Vienna.  Molecular Autism vol. 9, 
1-43  

英国の精神科医ローナ・ウィングによってアスペルガー症候群が世に知られたのは1981年。その

後の短い時間の中でアスペルガーはなぜ神格化され、美化され、そして批判に晒されたのだろ
う？

【アスペルガーの鑑定（抜粋）】

　シュピーゲルグルントで安楽死に遭った789

人の小児のうち、アスペルガーは7人の鑑定

書を提出している。一人には「場合によっては 

eventuell シュピーゲルグルント」、別の一人に

は「急ぐならばシュピーゲルグルントは検討対

象かもしれない」と記載した(既述)。後者だけ

が数ヶ月後シュピーゲルグルントに送られた。

　脳炎とジフテリアに罹患した3歳のヘルタは

母親が家庭医シュミットに相談し、シュミットは

専門医アスペルガーの鑑定に委ねた。アスペ

ルガーは「シュピーゲルグルントで療養は、狭

い家で母と5人の子供の環境を考慮すると已

むを得ない」と、手書きの鑑定書を残してい

る。しかし厳密に言えば患者を6ヵ月後シュ

ピーゲルグルントに送ったのは、家庭医シュ

ミットである。



  

ザルツブルク新報　　2013-1-28

シュピーゲルグルントの犠牲者慰霊
800本の灯明　オットー・ワグナー病院

役に立たず、教育不能、生きる価値なし

⬇ナチスの選別基準

告発者チェク

ツァウレルはシュピーゲルグルントから奇
跡的に生還した。彼はグロスと対決し、
ウィーン市から功績メダルを授与された。

オットー・ワグナー・病院正門

生きる価値ない医師グロス

オーストリアの忘れては
いけない使命
　　　⬇
永世中立国
　　　⬇
欧州国連本部を誘致

過去を忘れないために、このような活
動は、国家として必要とされている



  

ウィーンに今も残る戦争の爪痕

繁華街のすぐ側に残る高射砲陣地



  

永世中立国としての倫理

都心にある旧市庁舎の1階にウィーン市立 

「ナチスの犠牲者、特にナチス医学の犠牲

者を悼む記念館」 がある。
　　　　

ひっそりとしているが、由緒ある歴史的建

造物の一角に設けられている。

同日、新市庁舎前のクリスマス・マーケット

は多くの人で賑わっていた。



  

ナチスに隷属を強いられた
精神医学

=　小児安楽死の犯罪　=
　

-　ハンス・アスペルガーの時代　-

ドイツ民族優生学　劣った遺伝子を絶つ
生きるに値しない者は消えてもらう

ナチスの下、ウィーンで800人の子供の命が消えた

福岡市精神科医会学術講演会
演者：舩津邦比古（伊都の丘病院）

11月17日 水曜日 午後8 - 9時　ウェブ（Zoom）にて



  



  エディス・シェーファー
米国人　欧州研究家
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